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蚕
婦
詩
の
系
譜

丹

羽

博

之

要

旨
絹
を
作
る
女
性
達
の
辛
苦
を
詠
ん
だ

一
連

の
漢
詩
が
あ
る
。
そ

の
詩
は
、
唐

の
杜
甫
に
そ

の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
白
楽
天

の
作
品
に
も
受
け
継
が
れ
、
宋
の
張
愈

「蚕
婦
」、
謝
栃
得

「蚕
婦
吟
」
等
に
詠

ま
れ
、

『古
文
真
宝

(前
集
)
』

(巻

一
)
に
も
無
名
氏

「蚕
婦
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

酬

中
国
の
漢
詩
、
特
に
社
会
批
判
の
詩
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
た
韓
国

の
漢
詩
に
も
蚕
婦
を
詠
ん
だ
作
品
が
残
る
。
高
麗
末
期
の
李
稿

の

「蚕
婦
詩
」
や
、
李
氏
朝

ー

鮮
時
代
の
李
孟
専
に
も

「蚕
婦
詩
」
詩
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
日
本
で
は
、
か
な
り
時
代
が
遅
れ
、
よ
う
や
く
江
戸
末
明
治
初
期
の
詩
僧
、
釈
大
俊
に

「蚕
婦
詩
」

の
作
が
詠
ま
れ
た
。
そ

の
後
、
明
治
維
新
を
経
て
、

殖
産
興
業
の

一
環
と
し
て
、
製
糸
業
が
興
り
、
養
蚕
業
に
従
事
す
る
女
性
達
も
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
日
中
韓
で
詠
ま

れ
て
き
た
蚕
婦
詩
の
諸
相
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
蚕
婦
詩

・
古
文
真
宝

・
韓
国
漢
詩

・
江
戸
漢
詩

・
釈
大
俊
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一

蚕
を
飼

い
、
生
糸
を
作
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
蚕
が
食
べ
る
桑
の
栽
培
と
収
穫
か
ら
始
ま
り
、
蚕

の
成
育
、
絹
糸

の
精
製
等
幾
多
の
工
程
を
経
て
絹
に
仕
上
げ
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
莫
大
な
労
力
が
費

や
さ
れ
る
が
、
そ
の
労
働
の
多
く
は
女
手
に
拠
る
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
で
き
あ
が

っ
た
絹
は
光
沢
も
あ
り
、
軽
く
、
夏
涼

し
く
、
冬
暖
か
い
、
と

い
う
優
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
女
性
達
を
詠

っ
た

一
連

の
漢
詩
が
あ
る
。

最
近
、
『春
怨
秋
思
ー

コ
リ
ア
漢
詩
鑑
賞
』

(瀬
尾
文
子

角
川
書
店

二
〇
〇
三
年
九
月
)
を
読
ん
で
い
て
気
づ

い
た
、
作
者
不
詳
、
「蚕
婦
詩
」
を
挙
げ
る
。

昨
日
到
城
郭

昨
日

城
郭
に
到

り

●
●
●
○
●

帰
来
涙
満
襟

帰
来

涙
襟
に
満

つ

ω

○
○
●
●
○

ω

遍
身
綺
羅
者

遍
身

綺
羅
の
者

●
○
●
○
●

不
是
養
蚕
人

是
れ
養
蚕

の
人
に
あ
ら
ず

●
●
●
○
○

一
読
、
唐
の
詩
人
白
楽
天

の

「績
綾
」

の

り
ょ
う
り
ょ
う

練
綾
績
綾
何
所
似

績
綾

練
綾

何
の
似
る
所
そ

ら
し
ょ
う

が
ん

き

不
似
羅
納
与
紋
綺

羅
納
と
紋
綺
と
に
似
ず

応
似
天
台
山
上
明
月
前

応
に
天
台
山
上
明
月
の
前



四
十
五
尺
爆
布
泉

中
有
文
章
又
奇
絶

地
鋪
白
煙
花
籏
雪

織
者
何
人
衣
者
誰

越
渓
寒
女
漢
宮
姫

ば
く

ふ

四
十
五
尺

の
爆
布
泉
に
似
た
る
べ
し

中
に
文
章
有
り
て
又
た
奇
絶

し

む
ら
が

地
白
煙
を
鋪
き

花
は
雪
を
籏
ら
す

き

織
る
者
は
何
人

衣
る
者
は
誰
そ

え

つ
け
い

き

越
渓
の
寒
女
と
漢
宮
の
姫

(『白
氏
文
集
』
巻
四
。
本
文
は
那
波
本
に
よ
る
。)

(1
)

を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿

で
論
じ
た
。
「蚕
婦
詩
」
は
、
養
蚕
を
、
「練
綾
」
は
織
婦
を
詠
ん
で
い
る
が
、
製
造
者
と
享
受
者
が
全
く
異
な

る
こ
と
を
、
第
三
者
の
詩
人
が
嘆
く
と

い
う
構
図
は
同
じ
で
あ
る
。

「蚕
婦
詩
」
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
漢
詩
を
韓
国
比
較
文
学
会

(二
〇
〇
九
年
五
月
九
日
於
高
麗
大
学
)
で
発
表
し
た
際
、
世
宗
大
学
の
李
乗
鎮
教
授
か
ら
、
こ
の

詩
は
、
韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

「蚕
婦
」
を
検
索
す
る
と
李
氏
朝
鮮
時
代
の
李
孟
専

(
一
三
九
二
～

一
四
八
〇
)
の
作
で
あ
る
と

の
教
示
を
得
た
。
韓
国
比
較

D

文
学
会
発
表
時
は
、
無
名
氏
で
あ
る
か
ら
、
稚
拙
な
作
な
ど
勝
手
な
思

い
こ
み
か
ら
低
く
評
価
し
て
い
た
が
李
孟
専
は
れ

っ
き
と
し
た
政
治
家
で
あ

っ
た
。
初
め
て

ω

の
韓
国
比
較
文
学
会
で
の
発
表
と
質
疑

応
答
の
成
果
に
、
遠
く

ソ
ウ
ル
ま
で
来
た
甲
斐
が
あ

っ
た
と
感
慨

一
入
で
あ

っ
た
。

『韓
国
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』

(
一
九
七
三
年
三
月
)
等

に
よ
る
と
、
李
孟
専
は
政
治
家
と
し
て
は
名
を
残
し
た
が
、
特

に
詩
集
が
伝
わ

っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
く
、
詩
人
と
し
て
は
無
名
に
近

い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
箇
月
後
、
大
手
前
大
学

の
漢
文
学
の
授
業
で
、

『古
文
真
宝
』
に
収
め
ら
れ
た
司
馬
温
公
の

「勧
学
文
」

社 の

「養
子
不
教
父
之
過

(子
を
養
ひ
て
教
え
ざ
る
は
父
の
過
ち
な
り
)
」

一
九
九
三
年
五
月
)
を
取
り
出
し

て
い
る
と
、
そ
の
次

の
頁
に

遍
身

綺
羅
の
者
、
是
れ
蚕
を
養

え
る
人
に
あ
ら
ず

〈昨
日
到

城

郭

一

帰
来
涙
満
レ襟
〉

遍
身
綺
羅
者

不
二
是
養
レ
蚕
人

一

云

々
の
解
説
を
学
生
に
配
布
す
る
た
め
に
、
『中
国
古
典
名
言
事
典
』

(諸
橋
轍
次

講
談

(五
言
古
風
短
編

無
名
氏

「獄
婦
」
)

蚕
婦
詩
の
系
譜
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と
あ
る
で
は
な
い
か
。
慌
て
て
、
『古
文
真
宝
』
を
絡
く
と
、
巻
之

一
に
李
紳
の

「欄
農
」
の
詩
と
並
ん
で
収
め
ら
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
『古
文
真
宝
』

の
詩
が
何

ら
か
の
理
由
で
、
韓
国
で
は
、
李
孟
専

の
作
品
の
中
に
紛
れ
込
み
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
現
在
で
も
彼

の
作
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
有
名
な

『古
文
真
宝
』
に
あ
る
作
品
が
現
在
で
も
韓
国
で
は
李
孟
専

の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
れ
か
ら
旬
日
を
経
ず
し
て
、
徒
然
に

『唐
宋
詩
の
鑑
賞
』

(沢
口
剛
雄

福
村
出
版

一
九
六
九
年

一
月
)
を
読
ん
で
い
る
と
、
前
掲

の

「蚕
婦
」
詩
が

一
字

の
異
同
も
無

い
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
あ
り
、
作

者
は
張
愈
と
あ
り
、
作
者
小
伝
に
は
、

張
愈

(
一
〇
三
九
年
頃
の
人
)

あ
た

郭
県

(今

の
四
川
省

の
郭
県
)

の
人
。
幾
度
か
進
士

の
試
験
を
受
け
た
が
、
み
な
中
ら
な
か

っ
た
。

の
ち
四
川
省
の
青
城
山
に
隠
居
し
て
、
み
ず
か
ら
白

雲
先
生
と
号
し
た
。

と
あ
る
。

【鑑
賞
】
に
は
、

勿

こ
の
詩
も
重
点
を
転
句
に
お
い
て

い
る
。
「遍
身
綺
羅
者
」
は
都
会

の
豪
富

の
女
た
ち
で
あ
る
。
結
句

の

「不

是

養
蚕
人

己

が
、
製
作
す
る
も
の
は
そ
の
恩

ω

恵

に
あ
ず
か
れ
な

い
貧
家

の
女
性

で
あ
る
。
転
結

の
表
現
が
見
事
で
あ
る
。
こ
の
詩

の
起
承
の
二
句
は
、
都
会
に
行

っ
た
人
が
、
帰

っ
て
来
て
悲
泣
し
た
。
女

性

の
悲
涙
は
何
に
よ
る
の
か
、
転
句

で
巧
み
に
説
明
し
た
好
詩
で
あ
る
。
作
者
張
愈
は
幾
度
か
の
進
士
の
試
験
に
落
ち
た
悲
運
を
、
進
士
の
第
に
登

っ
た
晴
や

か
な
生
活
を
見
て
悲
痛
し
た
体
験

が
こ
の
同
情

の
詩
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
女
の
悲
し
み
が
脈
う

っ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

張
愈
は
結
局
科
挙
に
及
第
せ
ず
、
隠

者

の
生
活
を
送

っ
た
故
か
、
労
働
す
る
者

へ
の
同
情
は
人

一
倍
強
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
張
愈

の
蚕
婦
詩
は

『全
宋
詩
』

(巻
三
八
二
)
に
見
え
る
が
、
『古
文
真
宝
』

の
編
者
、
黄
建
は
気
づ
か
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の

「蚕
婦
詩
」
は
張
愈

の
作
と
認
定
し
て
良

い
で
あ
ろ
う
が
、
『古
文
真
宝
』

で
は
、
無
名
氏
と
し
て
収
載
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
う

い
う
わ
け
か
、
韓
国
で
は
李

孟
専

の
作
と
し
て
、
今
日
に
伝
わ

っ
て

い
る
。
日
本
で

「蚕
婦
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
ち

ゃ
ん
と
張
愈

の
作
と
し

て
挙
が

っ
て
い
る
。
但
し
、

『古
文
真
宝
』
に
入
集
し
て
い
る
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
。

「蚕
婦
詩
」
は
、
唐
代
、
大
中

(八
四
七
～
八
六
〇
)
時
代
の
詩
人
、
司
馬
孔

に
も
詠
ま
れ
た
。



蚕
女

養
蚕
先
養
桑

蚕
老
人
亦
衰

荷
無
園
中
葉

安
得
機
上
糸

妾
家
非
豪
門

官
賦
日
相
追

鳴
峻
夜
達
暁

猶
恐
不
及
時

但
憂
蚕
与
桑

敢
問
結
髪
時

東
隣
女
新
嫁

照
鏡
弄
蛾
眉

こ
の
他
、

蚕
婦
吟

宋
の
謝
栃
得

子
規
喘
徹
四
更
時

起
視
蚕
稠
伯
叶
稀

不
信
楼
頭
楊
柳
月

玉
人
歌
舞
未
曽
帰

蚕
婦
詩
の
系
譜

蚕
を
養
ふ
は
桑
を
養
ふ
を
先
き
と
す

蚕
老

い
人
亦
た
衰

ふ

荷
し
く
も
園
中
に
葉
無
く
ん
ば

安
く
ん
ぞ
機
上
の
糸
を
得
ん

妾
が
家

豪
門
に
非
ず

官
賦

日
に
相
ひ
追
ひ

ざ
し峻

を
鳴
ら
し

夜
暁
に
達
す
る
も

猶
ほ
恐
る

時
に
及
ぼ
ざ
る
か
と

但
だ
憂
ふ
蚕
と
桑
と
を

敢

へ
て
問
ふ

結
髪

の
時

む
す
め

東
隣

女
新
に
嫁

し

鏡
を
照
ら
し

蛾

眉
を
弄
ぶ

(
一
二
二
六
～

一
二
八
九
)
も
、
次
の
詩
を
残
し
た
。

子
規
喘
徹
す

四
更
の
時

さ
ん
ち
ゅう

お
そ

起
き

て
蚕
稠

を
視
て
、
叶
ふ
こ
と
稀
な
る
こ
と
を
伯
る

信
ぜ
ず
楼
頭

楊
柳
の
月

玉
人
歌
舞
し
て

未
だ
曾
て
帰
ら
ざ
る
を

(23)
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前
掲

『唐
宋
詩
の
鑑
賞
』

の
作
者
小
伝
に
は

字
は
君
直
。
宋
末
の
愛
国
詩
人
の
ひ
と
り
。
畳
山
と
号
し
た
。
ざ
陽

(今

の
江
西
省
に
属
す
)
の
人
。
官
吏
で
あ

っ
た
が
、
南
宋
亡
国
の
後
、
福
建
地
方
に
隠

れ
住
ん
だ
。
元
朝
は
彼
を
威
逼
し
て
官
吏
に
登
用
し
よ
う
と
し
た
が
絶
食
し
て
拒
み
つ
づ
け
て
死
ん
だ
と
い
う
。

と
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、

『寒
泉
』

で
検
索
す
る
と
、
唐

の
来
鵠
、
杜
荷
鶴
に

「蚕
婦
」
の
例
が
見
え
る
。
ま
た
、
「蚕
婦
詩
」
と
い
う
詩
題
で
は
な

い
が
、
養
蚕

の
苦
し
み
を

詠
ん
だ
詩
に
、
唐
の
王
建

「籏
蚕
辞
」

や
明
高
啓

「養
蚕
詞
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
は
、
章
旭
昇

『中
国
古
典
文
学
と
朝
鮮
』

(豊
福
健
二
監
修
/
柴

田
清
継

・
野
崎
充
彦
訳

研
文
社

一
九
九
九
年
三
月
)
に
お
い
て
已
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
蚕
婦
の
労
働

の
辛
さ
、
作
る
者
と
着
る
者
の
違

い
、
徴
税
の
厳
し
さ
を
詠
む
詩
は
脈
々
と
し
て
詠
み
継
が
れ
た
。

二
、
韓
国

の
蚕
婦
詩

(24)

 

韓
国
で
は
、

蚕
婦

城
中
蚕
婦
多

桑
葉
何
其
肥

錐
云
桑
葉
少

不
見
桑
苦
餓

蚕
生
桑
葉
足

蚕
大
桑
葉
稀 高

麗
晩
期

の
李
稿
に
よ

っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

城
中

蚕
婦
多
し

桑
葉

何
ぞ
其
れ
肥
え
た
る

桑
葉
少
な
し
と
云
う
と
難
も

桑
の
餓
え
に
苦
し
む
を
見
ず

蚕
の
生
ま
る
る
や
桑
葉
足
る
も

蚕
大
な
れ
ば

桑
葉
稀
な
り



流
汗
走
朝
夕

汗
を
流
し
て

朝
夕
に
走
る
は

よ

非
縁
身
上
衣

身
上
の
衣
に
縁
る
に
非
ず

(本
文
、
訓
は
次

の
書
に
拠

っ
た
。
章
旭
昇

一
八
三
頁
)

『中
国
古
典
文
学
と
朝
鮮
』
豊
福
健

二
監
修
/
柴
田
清
継

・
野
崎
充
彦
訳

研
文
社

一
九
九
九
年
三
月

李
稿

(
一
三
二
八
～

=
二
九
六
)

は
、
『春
怨
秋
思
ー

コ
リ
ア
漢
詩
鑑
賞
』
(瀬
尾
文
子

角
川
書
店

二
〇
〇
三
年
九
月
)
の
解
説
に
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

高
麗
末
葉
の
首
席
及
第

の
文
官
。
学
者
。
号
は
牧
隠
。
本
貫
は
韓
山
。
父
、
李
穀
に
従

い
、
元
に
行
き
、
朱
子
学
を
研
究
。
元
で
官
職
に
就
い
て
帰
国
。
翌
年

も
元
で
登
用
さ
れ

二
二
五
六
年
に
帰
国
。
成
均
館
大
司
成

(成
均
館
大
学
学
長
)
に
な
り
、
朱
子
学

の
発
展
に
貢
献
。
政
堂
文
学

(学
者

の
最
高
位
)
。

一
三

八
九
年
、
李
成
桂

の
威
化
島
回
軍

(反
乱
軍
)
に
よ
り
、
急
速
に
傾
い
た
高
麗
王
朝
を
建

て
直
そ
う
と
尽
力
。
し
か
し
、
易
姓
革
命
で
李
成
桂
が
朝
鮮
王
朝
を

建
国
。
そ
の
後
は
召
さ
れ
て
も
仕
官
せ
ず
、
高
麗
に
節
義
を
貫
く
。
彼
の
漢
文

の
文
風
は
、
李
朝
二
百
年
を
も
支
配
し
た
。
『牧
隠
集
』

(五
十
五
巻
)
が
あ
る
。

こ
の
他
、

李
朝
末
期
の
趙
秀
三
に

采
桑
女

蚕
到
三
眠
欲
成
繭

蚕
三
眠
に
到
り
て

繭
と
成
ら
ん
と
欲
す

且
待
促
織
鳴
我
仔

且
く
促
織

我
が
仔
に
鳴
く
を
待
た
ん

可
憐
蚕
女
空
辛
苦

憐
れ
む
可
し

蚕
女
空
し
く
辛
苦
す

官
箱
匹
吊
皆
出
汝

官
箱
匹
吊

皆
汝
よ
り
出
づ

(本
文
、
訓
は
次
の
書
に
拠

っ
た
。
章
旭
昇

『中
国
古
典
文
学
と
朝
鮮
』
豊
福
健
二
監
修
/
柴
田
清
継

・
野
崎
充
彦
訳

研
文
社

一
九
九
九
年
三
月

一
八
九
頁
)

等
、
李
氏
朝
鮮
時
代
の
漢
詩
に
は
、
中
国
と
同
様
、
蚕
婦

の
過
酷
な
労
働
を
批
判
的
に
詠
む
詩

の
系
譜
が
脈

々
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
詠
ま
れ
た
蚕
婦

蚕
婦
詩
の
系
譜
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詩

の
系

譜

も

あ

っ
て
、

『
古

文

真

宝

』

の
無

名

氏

の

「
蚕

婦

詩

」

(事
実
は
張
命

の
作
)
が
、
韓
国
で
は
李
孟
専
の
作
と
誤
伝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
こ
う
し
た
蚕
婦
の
例
は
極
め
て
少
な
く
、
江
戸
末
明
治
初
期
に
な

っ
て
漸
く
、
釈
大
俊

(
一
八
四
六
～

一
八
七
八
)
に
よ

っ
て
詠
ま
れ
る
。

蚕
婦

終
身
不
着
綺
羅
香

辛
苦
蚕
桑
供
御
裳

聞
説
長
安
金
屋
女

画
眉
傅
粉
侍
君
主

終
身
着
け
ず

綺
羅
の
香

辛
苦
蚕
桑

御
裳
に
供
す

な
ら

聞
く
説
く

長
安
金
屋
の
女

つ

眉
を
画
き

粉
を
傅
け
て
君
主
に
侍
す

新
釈
漢
文
大
系

『日
本
漢
詩
』

(猪
ロ
篤
志
著

明
治
書
院

一
九
七
七
年

一
月
)

の

【余
説
】
に
は
、

こ
の
詩
は
宋
の
冠
準

の
妾
構
桃
の

「束
綾
詩
」
の
余
意
に
近

い
。
祷
桃

の
詩
は
、

一
曲
清
歌

一
束
綾
、
美
人
猶
自
意
嫌
レ軽
、
不
レ知
織
女
寒
臆
下
、
幾
度
抱
レ

稜
織
得
成

(丹
羽
注

"

「得
レ
成
」

で
あ
ろ
う
。)
」

(君
の
宴
に
侍
し
て
、
た
だ

一
曲

の
歌
を
終
え
る
た
び
に

一
束
の
綾
羅
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
歌
舞
の
美
人
は

そ
れ
で
も
猶
恩
賞
の
軽

い
こ
と
を

思
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
考
え
て
も
見
よ
。

一
束

の
綾
を
織
り
成
す
に
は
、
織
女
が
寒
窓
の
下
で
、
幾
た
び
凍
る
手
を
呵
し

つ
つ
織
り
あ
げ
た
も

の
で
あ
る
か
を
)

と
あ
り
、
宋

の
冠
準

の
作
を
類
例
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
題
も

一
致
し
て
お
り
、
「
綺
羅
」

の
語
も
内
容
も
共
通
し
て
お
り
、

と
と
も
に
、
大
流
行
し
た

『古
文
真
宝
』

の

「蚕
婦
詩
」
か
ら
想
を
を
得
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
、
『唐
詩
選
』

(26)



釈
大
俊
は
、
籾
山
衣
洲

の

『明
治
詩
話
』

(上
巻
)
に
於

い
て
、

好
談
古
今
英
雄
事
　

好
み
て
古
今
英
雄
の
事
　
を
談
ず

大
論
時
事
。
悲
憤
慷
慨
。
語
与
涙

下
。
大
い
に
時
事
を
論
じ
。
悲
憤
慷
慨
。
語
、
涙
と
と
も
に
下
る
。

ふ

と

さ
き

浮
屠
憂
国
者
前
有
月
照
。
後
有
大
俊
。
難
其
所
主
不
同
。
亦
奇
人
物
也
。
浮
屠
に
し
て
国
を
憂
ふ
る
者
に
は
前
に
月
照
有
り
。
後
に
大
俊
有
り
。
其
の
主
と
す

る
所
同
じ
か
ら
ず
と
錐
も
。
亦
た
奇
人
物
な
り
。

等
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
僧
籍
に
あ
り
な
が
ら
国
を
憂
え
、
悲
憤
慷
慨
し
、
義
気

の
あ
る
人
物
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
蚕
婦
の
過
酷
な
労
働
と
そ
れ
を
知
ら
ぬ
か

の
よ
う

に
贅
沢
を
極
め
る
人
々
の
矛
盾

を
詩
に
詠
ん
で
お
り
、
幕
末
の
志
士
た
る
面
目
躍
如
た
る
も

の
が
あ
る
。
因
み
に
、
『明
治
詩
話
』
の
釈
大
俊
の
項
に
、
「蚕

婦
詩
」
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。

明
治
の
文
明
開
化
の
時
代
に
な

っ
て
、
養
蚕
業
、
製
糸
業
は
当
時
の
花
形
産
業
に
な

っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
誇
ら
し
げ
に
詠
む
漢
詩
も
詠
ま
れ
た
。

蚕
婦
吟

の

幾
日
天
晴
鳥
在
林

幾
日
か
天
晴

れ
て

鳥
は
林
に
在
り

ω

茜
裾
楚
々
採
桑
心

茜

の
裾

楚

々
と
し
て

桑
を
採
む
の
心

隣
家
蚕
事
妾
今
羨

隣
家

の
蚕
事

妾

今
羨
む

去
歳
能
収
三
百
金

去
歳
能
く
三
百
金
を
収
め
た
り

嘆
々
吟
社

明
治
二
十

一
年
刊
行

『佐
久
市
志
』
歴
史
編

(四
)
近
代
よ
り

『宮
中
養
蚕
日
記
』

(田
島
民

高
良
留
美
子

ド
メ
ス
出
版

二
〇
〇
九
年
七
月
)
は
、
明
治
五
年
、
群
馬
県
佐
波
郡
島
村

の
蚕
種
業
者

・
田
島
弥
平

の
長
女

田
島
民
が
、
他
の
蚕
婦
と
共
に
宮
中
に
滞
在
し
て
養
蚕
を
し
た
と
き

の
体
験
を
書
き
記
し
た
日
記
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
初
期
は
ま
だ
、

『女
工
哀
史
』

『あ

・
野
麦
峠
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
悲

惨
な
状
況
で
は
な
く
、
最
新
の
欧
州
の
新
技
術
を
導
入
し
、
産
業
を
興
す
誇
り
高

い
仕
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
ろ
は
未
だ
、
多
額
の
報
酬
も
得
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

今
ま
で
挙
げ
て
き
た
日
中
韓

の

「蚕
婦
詩
」
の
中
で
、
唯

一
、
蚕
婦
を
肯
定
的
に
捉
え
た
作
品
で
あ
る
。
時
代
状
況
と
と
も
に

「蚕
婦
詩
」

の
詠
ま
れ
方
も
変
化

蚕
婦
詩
の
系
譜
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す
る
が
、
明
治
時
代
後
半
に
な
る
と
蚕
婦
達
の
労
働
環
境
は
ま
た
逆
戻
り
し
た
の
で
は
な

い
か
。

「蚕
婦
詩
」
中
国
で
は
宋
代
に
、
韓

国
で
は
早
く
も
高
麗
末
期
十
四
世
紀
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

(
2
)

は
詠
ま
れ
た
。
日
本
に
比
し
て
韓
国
の
方
が
よ
り
、
中
国
的
、
儒
教
的
と
言
え
よ
う
か
。

(
1
)

(2

)

一
方
、
日
本
で
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
な

っ
て
よ
う
や
く
蚕
婦
詩

注

「
絹

を
惜

し
む
詩

歌
1

『
万
葉
集

』

と

『白

氏

文
集
』

と

韓
国

の
漢
詩

1
」

(
『
日
本
古

代
文

学

と
白

居
易
』

勉
誠

出
版

二
〇

一
〇
年

三
月
)
。
白

楽

天
に

は
、

こ

の
他

に

も
、

「
新

楽
府

」

の

「
紅
線

毯
」
、

「
秦
中

吟

」

の

「重

賦

」
な

ど

に
類

例

が
あ

る
。

細

か
く

分
け

る
と

、

桑
を

取
り

、
繭

を
養

う

労
苦

を
詠

っ
た

「
蚕

婦
詩

」

の
系

列
と

出

来

上

が

っ
た

絹
糸

を

織

る
労

苦

を

詠
う

「
織
婦

詩

」

の
系

列

が

あ

る
。

更

に

そ
れ

ら

を
仕

立

て
る

「
縫

婦

詩
」

も

少

し

で
は

あ

る

が
詠

ま

れ

て

い
る
。

「
紅
線

毯

」
、

「重

賦
」

は

「
織
婦

詩
」

の
系

譜

に
入

る
。
本

稿

で
は
、

主

に

「
蚕

婦
詩

」

の
系
列

を
論

じ
、

「
織
婦

詩
」

は

別

に
論

じ

た

い
。

章
旭

昇

『中
国

古
典

文
学

と
朝

鮮
』

(豊
福

健

二
監
修

/
柴

田
清

継

・
野
崎

充
彦

訳

研
文

社

一
九
九
九

年

三
月

一
九

七

頁
)

に
、

巳

に
同
様

の
指
摘

が

あ

る
。

追
記

一

韓
国
で
の
着
る
者
と
作
る
者
と
の
違

い
を
詠
ん
だ
嗜
矢
は
、

却
笑
隣
舎
女

終
朝
弄
機
仔

機
仔
縦
労
身

羅
衣
不
到
汝

却
っ
て
笑
ふ

隣
舎
の
女

終
朝

機
仔
を
弄
す
る
を

機
仔

縦
ひ
身
を
労
す
と
も

羅
衣

汝
に
は
到
ら
ず

新
羅
未
崔
致
遠

(八
五
七
～
?
)
の

「
江
南
女
」
の

で
あ
ろ
う
が
、
注
1
で
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
れ
は

「織
婦
詩
」
の
系
譜
に
入
る
。

(
『三
韓
詩
亀
鑑
』
巻
之
上
)

(28)



唐
王
桑

(成
通
三

[八
六
二
]
年

の
進
士
)
の
江
南
春
賦

(
『全
唐
文
』
巻
七
七
〇
)
に

誰
見
其
暁
色
東
皐
。
所

々
農
人
之
苦
。

誰
か
見
ん
其
の
暁
色

の
東
幕
。
所

々
農
人
の
苦
し
み
。

夕
陽
南
陪
。
家

々
蚕
婦
之
愁
。

夕
陽
の
南
阻
。
家

々
蚕
婦
の
愁
ひ
を
。

と
あ
る
。
王
桑
の
詩
は
、
蚕
婦

の
愁

い
を
詠

っ
て
い
る
。
江
南
の
女
性
達

の
製
糸

の
苦
労
を
詠
む
と

い
う
点
で
は
、
同
工
異
曲
で
あ
る
。
二
人
は
共
に
黄
巣
の
乱

の
こ
ろ
の
人
で
あ
り
、
崔
致
遠
は
唐
に
渡

っ
て
お
り
、
影
響
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
王
築
の
作
に
倣

っ
て
、
崔
致
遠

の

「江
南
女
」
は
詠
ま
れ
た
の
で
あ

え

つ
け
い

き

な

ろ
う
。
な
お
、
前
掲
、
白
楽
天
の

「績

綾
」
に
も

「越
渓
寒
女
漢
宮
姫

(越
渓
の
寒
女
と
漢
宮

の
姫
)
」
「染
作
江
南
春
草
色

(染
め
て
江
南
春
色

の
色
と
作
す
)
」

と
江
南

の
女
性
達
の
機
織
り
仕
事
が
詠

ま
れ
て
お
り
、
白
詩
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
現
在
も
蘇
州
を
中
心
に
江
南
地
方
は
絹
織
物
は
盛
ん
で
あ
る
。

追
記
二

ゆ

じ
ょ
し
ゅ
う

作
る
者
と
着
る
者
の
矛
盾
を
嘆
い
た
詩
に
は
、
他
に
も
明
の
愈
汝
舟
の
妻

の
詩
が
あ
る
。

年
十
月

覧
久
美
子
先
生
担
当

一
六
九
頁
～

一
七

一
頁
)
。
そ
の
詩
は
、

(
一
海
知
義
先
生
ご
教
示
。
『漢
詩
の
散
歩
道
』
日
中
出
版

一
九
七
四

貧
女
吟

愈
汝
舟
妻

や

夜
久
織
未
休

夜
久
し
く
し
て

織
る
こ
と
未
だ
休
め
ず

か
つ
か
つ

憂
憂
鳴
寒
機

憂
憂

寒
機
鳴
る

れ
ん

機
中

一
匹
練

機
中

一
匹
の
練

つ
い

あ

す

い

な

終
作
阿
誰
衣

終
に
阿
誰

の
衣
と
作

る

と

い
う
も
の
。
同
書
に
は
、
「作
者
と
さ
れ
る
愈
汝
舟
の
妻
は
明
代
の
人
だ
が
、
夫
婦
と
も
に
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な

っ
て
気
づ

い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
、
韓
国
の

『韓
国
歴
代

名
詩
全
書
』

(
一
九
九
七
年
五
月

明
文
堂

五
〇
〇
頁
)
に
は
、

次

の
よ
う

に
あ
る
。

貧
女
吟

愈
汝
舟
妻

蚕
婦
詩
の
系
譜

(29)



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

や

夜
久
織
未
休

夜
久
し
く
し
て

織
る
こ
と
未
だ
休
め
ず

軋
軋
鳴
寒
機

軋
軋

寒
機
鳴
る

れ
ん

機
中

一
匹
練

機
中

一
匹
の
練

つ
い

あ

す

い

な

終
作
阿
誰
衣

終
に
阿
誰

の
衣
と
作

る

と
あ
り
、
二
句
目
が
軋
軋
と
な

っ
て
い
る
が
、
同

一
の
詩
で
あ
る
。

作
者
の
解
説
に
は
、
「姓
は
金
氏

の
女
性
で
愈
賢
良
に
嫁
ぎ
、
愈
汝
舟
夫
人
と
呼
ば
れ
、
詩
集

一
巻
が
伝
わ

っ
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
『漢
詩

の
散
歩
道
』

の
作
者

と
同

一
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
清
銭
謙
益

『列
朝
詩
集
』

の
末
に

「朝
鮮
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
末
に

「愈
汝
舟
妻
」
の
名
前
が
見
え
る

(覧
文
生
氏
ご

教
示
)
。

更
に
調
べ
る
と
、
李
氏
朝
鮮
の
最
高

の
女
流
詩
人
、
許
楚
姫

(
一
五
六
三
～

一
五
八
九
)
の
詩
集

『蘭
雪
軒
集
』

に

「貧
女
吟
四
首
」
が
揚
げ
て
あ
り
、
そ
の
三

首
目
の
詩
は
、
前
掲
、
明
の
愈
女
舟
妻

の
作
と

一
字
の
違

い
も
無

い

(前
掲

『三
韓
詩
亀
鑑
』
の
崔
致
遠
の

「江
南
女
」

の
詩
の

「参
考
」
に
も
こ
の
四
首
が
載

っ

ω

て
い
る
)
。
と

い
う
こ
と
は
、
李
氏
朝

鮮
時
代
の
女
流
詩
人

の
ト

ッ
プ
に
位
す
る
蘭
雪
軒

(許
楚
姫
の
号
)

の
作
と
愈
汝
舟
の
妻

の
作

の
ど
ち
ら
か
が
誤

っ
て
伝

ω

わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

(愈
女
舟
妻

の
生
没
年
は
調
査
中
)
。

日
本
で
も
、
平
安
時
代
の
紀
長
谷
雄

(八
四
五
～
九

一
〇
)
に
よ

っ
て

「貧
女
吟
」
(
『本
朝
文
粋
』
巻

一
)
は
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
、
富
家
鍾

愛
の
娘
が
浪
費
家
の
悪

い
男
に
嫁

い
だ
た
め
、
零
落
し
た
こ
と
を
詠

っ
た
も
の
で
、
内
容
は
か
な
り
異
な
る
。


